
Application Brief
TI DLP® プロジェクタとダイレクト ビュー LED の比較：より優れた
電力効率で優れた画質を提供

Abril Mora

急速に進化する現在のディスプレイ市場において、適切なテクノロジーを選択することは、求められるビジュアル パフォー

マンス、コスト、効率、および設計の柔軟性を実現するためにきわめて重要です。このアプリケーション ブリーフでは、

DLP® テクノロジーと、大規模会場、イマーシブ体験、ライブ イベント、映画館などのアプリケーションにおける、ダイレクト 

ビュー LED (dvLED) に対する明確な優位性について探ります。市場動向、コスト、解像度、消費電力などの主要なパラ

メータを検証することで、エンジニアが情報に基づいた意思決定を行えるよう、データ ドリブンな明確な比較を提供しま

す。

市場動向

テクノロジーの状況が非常に急速に進化しているため、イノベーションを推進する現在の市場ダイナミクスを理解すること
は、有意義な比較を行う上で重要です。現在の市場では、dvLED は自発光特性を持つため、周囲光が明るい環境でも

視認性を維持しなければならない大型ディスプレイで最も一般的に使用されています。解像度を高めるために、メーカー
はチップオンボード (COB) やマイクロ LED などのアプローチを駆使して、絶えず LED パッケージの小型化を図ってい

ます。近年の業界のトレンドは、オールインワン (AIO) dvLED ディスプレイの導入です。固定サイズで事前設定されたこ

れらのユニットには、オペレーティング システム、電源、オーディオがバンドルされています。しかし、これらの新しいイノベ

ーションによって視覚的再現性が向上する一方で、代替設計と比較して、サイズの選択肢の制限、高価格、および大規
模な設置設備の必要性というコストを引き換えに、利便性を得ることになります。

さらに、体験型経済の急速な拡大により、DLP プロジェクタは高度に没入感のある環境を求めるお客様にとって信頼でき

る選択肢として位置付けられています。プロジェクタ本来のポータビリティ、運用上の柔軟性、優れた輝度性能に後押しさ
れ、テーマ パーク、シミュレーション、レーザー プロジェクション、映画館などにおけるインパクトのある視覚体験への需要

の高まりに応えるため、多くの企業や組織が DLP テクノロジへの投資を増やしています。DLP プロジェクタの成功事例と

最終市場製品の詳細については、DLP.com の Web サイトをご覧ください。

図 1. プロジェクション マッピングに使用される DLP テクノロジー
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主要な比較パラメータ

市場ダイナミクスを念頭に置き、一連の主要なパラメータに基づいて dvLED と DLP テクノロジーを対比できます。

• 輝度：周囲光が明るい環境における dvLED の優位性に加え、DLP テクノロジーは制御された照明環境において 

50,000 ルーメンを超える、業界随一の性能を提供します。

• 重量とインフラストラクチャ：dvLED ディスプレイの重量はプロジェクタの 20 倍以上になることがあり、消費電力は 1 時
間あたり 250W/m2 から 800W/m2 の範囲に及びます。これは、dvLED ディスプレイを設置する際に、構造インフラと

電源ラインの両方を調整する必要があることを意味します。
• 解像度と視聴距離：dvLED ディスプレイの解像度も 4K などに達する可能性がありますが、ディスプレイのサイズと眩

しい輝度のため、視聴距離はより遠くに限定されます。一方、プロジェクタはピクセル サイズが非常に小さく、反射光が

目に優しいため、より近くから視聴できるようになります。
• 設置の複雑さ：dvLED では多くの場合、壁の補強や複数の専用ブレーカなど、大規模な構造的およびハードウェア

的な準備が必要となるのに対し、DLP プロジェクタは圧倒的な視覚効果を実現するために、より汎用性の高いアプロ

ーチを提供します。簡素化されたプラグ アンド プレイの設定が必要な場合でも、精密レンズやシームレス ディスプレイ

を備えたハイエンドのプロフェッショナルな設置が必要な場合でも、プロジェクタはお客様の環境に適応します。
• コスト：dvLED ウォール (AIO であっても) の初期コストは高品質なプロジェクタの少なくとも 10 倍以上にのぼることが

あります。さらに、ピクセルの微細化が求められるため、解像度を上げようとすると価格は跳ね上がります。例えば 300 
インチの dvLED ディスプレイは、同等のハイエンド プロジェクタの 15 倍以上のコストがかかることがあります。さらに、

dvLED の総所有コスト (TCO) は、設置が複雑でメンテナンスを集中的に行う必要があるため、より高くなります。DLP 
プロジェクタは、低消費電力と容易なメンテナンスが特徴で、よりスケーラブルで手頃な選択肢を提供します。ランプベ
ースからレーザーベースの照明に移行して部品の寿命が大幅に延びたことにより、このメリットはさらに高まっていま
す。

DLP テクノロジーの優位性

いずれのテクノロジーも幅広い高性能アプリケーションで使用されていますが、DLP テクノロジーには一貫して、総所有コ

ストの削減、よりシンプルな統合、および優れた柔軟性につながるメリットがあります。

• 設置：プロジェクタに必要なのはマウント、投写面、電源のみであり、dvLED ウォールで必要とされる重い構造的要

件、床荷重の計算、大規模な取り付け金具は不要です。その結果、機器リスト全体が大幅に削減され、設置時間が劇
的に短縮されます。

• 消費電力：DLP テクノロジーは、dvLED ウォールの莫大な電力需要に対して、非常にエネルギー効率の高い代替手

段を提供します。dvLED ウォールの初期コストは 3 ～ 5 年の電気代で簡単に超えてしまう可能性がありますが、DLP 
設計は消費電力を最小限に抑えるように設計されています。実際、DLP プロジェクタは通常、同等の dvLED ディスプ

レイの 40 分の 1 の電力 (最小) で動作します。この効率性は、ハイブリッド エンジン テクノロジーとインテリジェントな

エコモードの統合によってさらに最大化され、DLP テクノロジーは高性能かつ低消費電力が求められる環境において

卓越した選択肢となります。
• スケーラブルな解像度：近距離で視聴する場合、最も高度な dvLED テクノロジーであってもピクセル ギャップが見え

るリスクがある dvLED とは対照的に、DLP プロジェクタは知覚できないほど微細なピクセル ギャップで鮮明かつ精密

な画像を提供します。
• 輝度：DLP チップは広範なルーメン レンジで利用可能です。これにより、システム設計者は特定の環境に必要な正確

な輝度レベルを選択でき、より高い電力と高価なモジュールを必要とする dvLED ウォールの過剰スペックによるコスト

を回避できます。
• 適応性：交換可能レンズとワープ ブレンド プロセッサを使用することで、DLP システムはプロジェクション マッピングに

必要な曲面、不規則な形状、複雑な幾何学的形状にシームレスに適応できます。このハードウェアの柔軟性は、自動
キャリブレーション、精密なキーストーン補正、コンテンツを認識した輝度最適化を可能にする AI (人工知能) の統合

によってさらに強化されます。このイノベーションによりプロジェクタの設置プロセスは大幅に簡素化されましたが、一方
で dvLED テクノロジーは固定グリッド アーキテクチャに制約されており、長方形以外の形状を実現するには高価なカ

スタム製造が必要になります。
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まとめ

DLP テクノロジーは、多様な会場サイズにおいて、非常に低い総所有コスト、簡素化された統合、比類のない柔軟性を実

現します。dvLED は周囲光が明るい環境で有効ですが、多くの場合、高コスト、重構造、消費電力、複雑な設置要件など

の課題に直面します。対照的に、消費電力とシステム複雑性を最小限に抑えながら一貫したパフォーマンスで高解像度
映像を提供する DLP テクノロジーの能力により、DLP プロジェクタはほとんどの大型フォーマットおよび高性能ディスプレ

イ プロジェクトにとって優れた選択肢となります。したがって、コスト効率が高く、スケーラブルで信頼性の高いプラットフォ

ームを求めるエンジニアは、今日の要求の厳しいビジュアル アプリケーションに対して DLP を優先する必要があります。

Pro-AV および シネマ アプリケーション向けチップセット

部品番号 ディスプレイ解像度 (最大)
DLP800XE 4K+ (3840x2400)

DLP801XE 4K+ (3840x2400)

DLP781TE 4K UHD (3840x2160)

DLP780TE 4K UHD (3840x2160)

DLP801RE WUXGA (1920x1200)

DLP800RE WUXGA (1920x1200)

DLP670RE WUXGA (1920x1200)

DLP781NE 1080p (1920x1080)

DLP780NE 1080p (1920x1080)

商標
DLP® is a registered trademark of Texas Instruments.
すべての商標は、それぞれの所有者に帰属します。
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重要なお知らせと免責事項
TI は、技術データと信頼性データ (データシートを含みます)、設計リソース (リファレンス デザインを含みます)、アプリケーションや
設計に関する各種アドバイス、Web ツール、安全性情報、その他のリソースを、欠陥が存在する可能性のある「現状のまま」提供してお
り、商品性および特定目的に対する適合性の黙示保証、第三者の知的財産権の非侵害保証を含むいかなる保証も、明示的または黙示的に
かかわらず拒否します。
これらのリソースは、TI 製品を使用する設計の経験を積んだ開発者への提供を意図したものです。(1) お客様のアプリケーションに適した 
TI 製品の選定、(2) お客様のアプリケーションの設計、検証、試験、(3) お客様のアプリケーションに該当する各種規格や、その他のあら
ゆる安全性、セキュリティ、規制、または他の要件への確実な適合に関する責任を、お客様のみが単独で負うものとします。
上記の各種リソースは、予告なく変更される可能性があります。これらのリソースは、リソースで説明されている TI 製品を使用するアプ
リケーションの開発の目的でのみ、TI はその使用をお客様に許諾します。これらのリソースに関して、他の目的で複製することや掲載す
ることは禁止されています。TI や第三者の知的財産権のライセンスが付与されている訳ではありません。お客様は、これらのリソースを
自身で使用した結果発生するあらゆる申し立て、損害、費用、損失、責任について、TI およびその代理人を完全に補償するものとし、TI
は一切の責任を拒否します。
TI の製品は、 TI の販売条件 、 TI の総合的な品質ガイドライン 、 ti.com または TI 製品などに関連して提供される他の適用条件に従い提
供されます。TI がこれらのリソースを提供することは、適用される TI の保証または他の保証の放棄の拡大や変更を意味するものではあり
ません。 TI がカスタム、またはカスタマー仕様として明示的に指定していない限り、TI の製品は標準的なカタログに掲載される汎用機器
です。
お客様がいかなる追加条項または代替条項を提案する場合も、TI はそれらに異議を唱え、拒否します。
IMPORTANT NOTICE
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